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２００４年のねじ産業に関する報告
２００４年１０月

平成１５年（２００３年）工業統計速報（要旨）がこのほど経済産業省より発表されま

したが，これによると同年の我が国の鉱工業製品の出荷額は前年比１．７％増の２６４兆

６，７３５億円，付加価値額も同１．３％増の９３兆９，０１０億円となり，ともに３年ぶりの増

加となりました。これは輸送機械が増加となったのをはじめ，一般機械，電子部品・

デバイス，鉄鋼，化学など１１産業で増加となったことが寄与しました。

平成１６年（２００４年）も自動車生産は前年を上回る状況で推移しつつあり，民間設

備投資も旺盛で工作機械の生産についても好調を持続しているなど，昨年からの景

況上昇を引続き確かなものにしているといえるようです（おもな工業製品の生産動

向は巻末を参照）。しかし，“中国特需”などを背景に鋼材不足や原油高騰が産業界

に影響を及ぼしており，この先行きが不透明なこともあって今後の動向が極めて注

視されるところといえるでしょう。さらにねじ需要産業の主力業種のひとつである

自動車産業は引続いて海外生産の拡大にも力を入れており，これは自動車に限らず

家電や他の工業製品についても同様の傾向にあります。ただ最近は，技術集約型な

どの先端産業の分野では国内回帰と国内生産重視への動きがあり，海外展開のあり

方も見直しされつつあるようです。とはいえ，市場のグローバル化は時代の流れで

あると言えますし，海外における現地生産や市場開拓への取り組みは，一方では今

後もますます進展していくものと思われます。

こうした我が国産業界の動向に対し，イワタボルトは的確な対応を図るべく製造

部門の強化と営業拠点の展開を国内および海外の両方にわたって引続き積極的に推

進しているところです。

海外展開については，中国での新たな製造拠点として広東省深�市に設立した現
地法人 IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.＝岩田螺絲（深�）有限公司の
工場第１期工事が２００４年７月完了，本格量産に向けて稼動を開始しました（写真１

及び２）。工場用地は３２，０００平方メートルの規模で，第１期工事面積として３，５００平

方メートルが完成し，現在おもな設備は高速ヘッダー１３台，高速ローリングマシン

１７台，連続浸炭熱処理炉１基，関連設備にローラー選別機および各種試験検査機器

一式を設備，熱処理までの一貫生産工場としてオープンしました。生産能力は月間

５０，０００，０００本となっており，進出企業の自動車関連，OA関連企業をはじめとする
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需要家企業各社への現地における安定供給と品質確保を重視した信頼性の高い締結

関連部品を提供することが可能となりました。

中国は，“世界の工場”，“世界の市場”として急速な発展を遂げており，２００１年

WTO加盟を果たした以降の拡大経済は目覚しいものがあり，この中国での工場設

立は，イワタボルトの新たな海外戦略の展開とも言えるものです。

中国工場は，第２期工事，第３期工事へと情勢にあわせて拡大していく計画です

が，すでに本年１０月には第２期工事着工に向け始動しています。この第２期工場の

施工面積は第１期工場とほぼ同様の３，５００平方メートルで，２００５年４月竣工予定と

なっており，全自動電鍍設備を導入して圧造から表面処理までを自社工場において

フル・ライン化することにより，従来からのご要望とご信頼に必ずやお応えできる

ものと確信しています。

今回の中国工場設立に伴い海外製造拠点としては米国ロサンゼルス工場，シンガ

ポール工場を合わせ３拠点となり，それぞれの地域での現地に密着した安定供給の

体制が敷かれたことになります。勿論，国内の栃木工場および埼玉工場についても

最新鋭設備の導入など一層の拡充を図っているところです。

〈写真１〉

□岩田螺絲（深�）有限公司の正門。中国における新たな製造拠点としてオープン。
現地の取引先企業に密着した締結関連部品の納入がスタートしました。

〈写真２〉

□岩田螺絲（深�）有限公司の工場全景
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〔１〕ねじの生産・出荷

２００４年ねじの生産・出荷は，鉱工業生産指数（季節調整済，００年＝１００，経済産

業省発表）が第１四半期（１～３月）９８．７，第２四半期（４～６月）１０１．３，７月

が１００．７，８月は速報で１０１．０と上昇傾向にあり，この鉱工業生産の動向とともにね

じ産業も１月から６月までの生産推移をみると何れも前年同月比プラス実績で推進

しています。２００３年のねじ生産は数量・金額ともに前年を上回る実績となりました

が，今年に入ってからも上向きの状況が続いており，ねじ業界もようやく明るさを

取り戻しつつあるというのが現状と言えると思います（表５，表６参照）。

先ず，平成１４年（２００２年）工業統計表をもとに我が国のねじ生産・出荷の状況か

らみることにします。経済産業省発行の同統計表は２年遅れで公表されますが，ね

じ産業全体の動向を表わした唯一の資料となっているものです。

同統計表によると，平成１４年における我が国のねじ産業（製造業，全事業所）の

出荷額は前年比６．４％減の７，７３５億４千万円で２年続いての前年比減少となりました。

事業所数は同０．４％微減の４，４８２事業所でしたが，従業員数は同４．１％減の４１，７６４人

となり，ねじ産業にとっては極めて厳しい状況のもとにおかれた年であったという

ことが出来ます（表２）。

この全事業所の統計は調査年により３人以下事業所についての推計値を取入れて

おり，従業員数４人以上の事業所の調査がベースなので，ここでは表１をもとに概

観することにします。従業員数４人以上規模の統計では，平成１４年におけるねじ出

荷額は７，５１６億５，６百万円で前年比６．２％の減少，事業所数は１，８９２事業所で同６．７％

減，従業員数では３６，９７１人で同３．８％減となっています。付加価値額についても３，５００

億１，７百万円で同５．４％減となっています。（付加価値額は，生産額から内国消費税

額と原材料使用額など及び減価償却額を差引いた額）。

この平成１４年の特徴的な状況としては，事業所数において全事業所調査では前年

比０．４％減とわずかな減少幅に止どまっているのに対し，４人以上事業所調査では

同６．７％減と１３６事業所も減少していることです。これは，ある程度以上の従業員規

模のクラスの事業所では，特に厳しい経済環境におかれた年であったということを

反映しているのかも知れません。また，もうひとつの特徴的な点は，４人以上事業

所の出荷額については例年，全事業所出荷額の９６％余を占めていますが，これが００

年の９６．３％，０１年の９６．９％，そして０２年には９７．２％とその比率が高まっていること

です。しかし９９年は９６．６％の比率であり，今後の比率はどう推移していくのか注目

される傾向のひとつです。

表３は，我が国ねじ産業（製造業）の４人以上事業所の出荷額がピークを示した
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１９９１年の出荷実績以降の推移を表したものです。事業所数，従業員数ともに年々減

少傾向にあり，出荷額は増減を繰り返しながらもやはりピーク時に比べると減少し

〈表１〉ねじ産業５年間の推移（従業員４名以上，工業統計表産業編より） （出荷額・付加価値額＝百万円）

１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年

事 業 所 数
％

２，４２９
１００．０

２，１７６
８９．６

２，２３９
９２．２

２，０２８
８３．５

１，８９２
７７．９

従 業 員 数
％

４０，９７１
１００．０

３９，２９８
９５．９

３９，６３４
９６．７

３８，４５１
９３．８

３６，９７１
９０．２

出 荷 額
％

８６１，１４５
１００．０

７９８，７１７
９２．８

８２６，７９６
９６．０

８００，９４７
９３．０

７５１，６５６
８７．３

付加価値額
％

３９１，２５３
１００．０

３６６，１０４
９３．６

３８７，８３３
９９．１

３７０，１６７
９４．６

３５０．０１７
８９．５

〈表２〉ねじ産業５年間の推移（全事業所，同産業編より） （出荷額＝百万円）

１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年

事 業 所 数
％

５，２２５
１００．０

４，８２５
９２．３

４，８２１
９２．３

４，５００
８６．１

４，４８２
８５．８

従 業 員 数
％

４６，６６０
１００．０

４４，８４９
９６．１

４４，９３２
９６．３

４３，５４８
９３．３

４１，７６４
８９．５

出 荷 額
％

８９４，４１５
１００．０

８２６，８９０
９２．５

８５８，３１９
９６．０

８２６，６２４
９２．４

７７３，５４０
８６．５

〈表３〉ねじ産業の推移（出荷額ピークの１９９１年以降，４人以上事業所）

年 事業所数 ％ 従業員数 ％ 出荷額（百万円） ％

１９９１

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

００

０１

０２

２，８８２

２，６７６

２，７２０

２，４６５

２，５６１

２，４１０

２，３４３

２，４２９

２，１７６

２，２３９

２，０２８

１，８９２

１００．０

９２．９

９４．４

８５．５

８８．９

８３．６

８１．３

８４．３

７５．５

７７．７

７０．４

６５．６

４８，６５３

４６，２３６

４６，２１２

４３，８１９

４４，３６１

４３，９６２

４３，０１９

４０，９７１

３９，２９８

３９，６３４

３８，４５１

３６，９７１

１００．０

９５．０

９５．０

９０．１

９１．２

９０．４

８８．４

８４．２

８０．８

８１．５

７９．０

７６．０

１，１７９，７１３

１，１００，４４８

１，０３３，６９０

９５７，７４２

９６８，０５４

９７５，８６０

９７６，０１９

８６１，１４５

７９８，７１７

８２６，７９６

８００，９４７

７５１，６５６

１００．０

９３．３

８７．６

８１．２

８２．１

８２．７

８２．７

７３．０

６７．７

７０．１

６７．９

６３．７

４



〈グラフ－１〉

〈グラフ－２〉

〈グラフ－３〉
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ています。しかし，この出荷額の減少は，我が国のねじ製造業の海外進出に伴う現

地生産化が反映している面もあるものと思われます。グラフ１，２，３は同表を折れ

線グラフで示したもので，前述の傾向がよく把握できます。

また，平成１４年の４人以上事業所の出荷額についてもう少し分析してみると，１事

業所当たりの出荷額では前年比プラスとなっています。同年の１事業所当たり出荷

額は３億９，７２８万円で前年比０．６％増とわずかながら増加しています。９８年の同出荷

額は３億５，４５３万円で以降年々増加を辿っている状況にあり，４人以上の１事業所

の年間出荷額ではこの５年間は連続して前年比プラスで推移していることが表１の

出荷額と事業所数から割りだされます。

〈表４〉品種別出荷状況（従業員４名以上，工業統計表品目編による） （出荷量トン，出荷額百万円）

１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年

ボルト・
ナ ッ ト

量
％

２，２２４，９２７
１００．０

２，１７８，９８８
９７．９

２，２１１，５６５
９９．４

２，１４６，４７７
９６．５

１，９８２，３８８
８９．１

額
％

５６５，９０４
１００．０

５２９，４６２
９３．６

５５３，７５８
９７．９

５３９，６１９
９５．４

５１８，８４６
９１．７

小ねじ・
木 ね じ

量
％

２９０，２３０
１００．０

２４９，９６０
８６．１

２８９，６５０
９９．８

２５６，１６１
８８．３

２１４，０８４
７３．８

額
％

１０５，１４０
１００．０

１０１，１３８
９６．２

１０３，２８２
９８．２

８９，９７７
８５．６

８０，３８７
７６．５

リベット

量
％

９１，５５９
１００．０

９６，１０１
１０５．０

６６，０５６
７２．１

８０，０４０
８７．４

７１，３８１
７８．０

額
％

２５，６３７
１００．０

２３，９７１
９３．５

２５，９６５
１０１．３

２５，１４２
９８．１

２４，０２４
９３．７

座 金

量
％

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

額
％

２４，９６３
１００．０

２４，４０４
９７．８

２３，５６３
９４．４

２４，１１４
９６．６

２１，６８２
８６．９

関連製品

量
％

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

額
％

１１１，２８２
１００．０

９７，２２３
８７．４

１０８，５３５
９７．５

１０４，３７６
９３．８

９７，４１３
８７．５

合 計

量
％

２，６０６，７１６
１００．０

２，５２５，０４９
９６．９

２，５６７，２７１
９８．５

２，４８２，６７８
９５．２

２，２６７，８５３
８７．０

額
％

８３２，９２６
１００．０

７７６，１９８
９３．２

８１５，１０３
９７．９

７８３，２２８
９４．０

７４２，３５２
８９．１

６



次に，平成１４年におけるねじの品種別出荷の状況をみると表４に示す状況となっ

ています。ボルト・ナット，小ねじ類，リベット，ねじ関連製品および座金類の５

品目総計７，４２３億５，２百万円で前年比５．２％の減少です。なお，この出荷額と表１の

出荷額とが一致していないのは，表１の出荷額には製造品出荷額に加工賃収入額と

製造工程から出たくず及び廃物の出荷額などの収入額を含んでいるためです。

また，出荷量では２２６万７，８５３トンで前年比８．７％減となっています。但し，この

〈表５〉ねじの年別生産推移 単位：生産量トン，出荷額百万円（�日本ねじ工業協会資料より）

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ’０３／’０２％

ボ ル ト
量 １，４１９，２７６ １，５０２，８３４ １，４３５，５６２ １，４２６，００８ １，５２３，８０７ ＋６．９

額 ３１０，６８２ ３２９，２１３ ３０８，７０６ ３０６，９１４ ３２６，１９９ ＋６．３

ナ ッ ト
量 ７０５，７１２ ７７４，５８２ ７７１，４３２ ８０７，９６０ ７９５，９９５ －１．５

額 １９３，０３７ ２０７，７４８ ２０５，５６６ ２２０，６９４ ２２２，５３６ ＋０．８

小 ね じ
量 ３０１，６２６ ３１８，９０２ ２９３，６２４ ２９１，３６８ ２７９，３３４ －４．３

額 １１５，８０９ １２２，７７２ １０６，３１１ ９８，９１４ ９６，２７０ －２．７

木 ね じ
量 ７，５４４ ７，３５２ ６，８１７ ６，０７７ ６，６４０ ＋９．３

額 ３，５６２ ３，３５２ ３，１４７ ２，７４９ ２，９１５ ＋６．０

合 計
量 ２，４３４，１５８ ２，６０３，６７０ ２，５０７，４３５ ２，５３１，４１３ ２，６０５，７７６ ＋２．９

額 ６２３，０９０ ６６３，０８５ ６２３，７３０ ６２９，２７１ ６４７，９２０ ＋３．０

〈表６〉２００４年１～６月の月別ねじ生産推移 単位：同上（�日本ねじ工業協会資料より）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １～６月

ボ ル ト
量 １２６，０９５ １３６，６６１ １４７，６３９ １３７，５０６ １２４，０１３ １４３，４２４ ８１５，３３８

額 ２７，１１０ ２９，３８２ ３２，０３８ ２９，１５１ ２６，２９１ ３０，６９３ １７４，６６５

ナ ッ ト
量 ６３，３５５ ６８，５９３ ７５，５０２ ７０，９９９ ６４，５４８ ７３，２０６ ４１６，２０３

額 １８，０５６ １９，２０６ ２１，０６５ １９，５２５ １７，８８０ ２０，４２４ １１６，１５６

小 ね じ
量 ２２，５５９ ２４，２４７ ２６，４９１ ２５，０５４ ２２，０４９ ２５，１２９ １４５，５２９

額 ７，９１８ ８，４３８ ９，２４５ ８，７６９ ７，８２７ ８，８７１ ５１，０６８

木 ね じ
量 ５１７ ５２８ ５６９ ５４０ ５０５ ６２７ ３，２８６

額 ２２２ ２２１ ２４３ ２３４ ２２７ ２８０ １，４２７

合 計
量 ２１２，５２６ ２３０，０２９ ２５０，２０１ ２３４，０９９ ２１１，１１５ ２４２，３８６ １，３８０，３５６

額 ５３，３０６ ５７，２４７ ６２，５９１ ５７，６７９ ５２，２２５ ６０，２６８ ３４３，３１６
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出荷量にはねじ関連製品と座金類の生産数量は含まれていないので，この２品目の

数量を合わせると出荷量はもっと多くなる訳です。

品目別の出荷状況では，ボルト・ナットが５，１８８億４，６百万円（前年比３．９％減）

小ねじ類が８０３億８，７百万円（同１０．７％減），リベットが２４０億２，４百万円（同４．４％減），

ねじ関連製品が９７４億１，３百万円（同６．７％減），座金類が２１６億８，２百万円（同１０．１％

減）となっています。小ねじ類と座金類の２品目が前年比１０％以上のマイナスとな

り，ボルト・ナットは減少幅が最も小さい品目となっています。リベットも４％余

の減に止どまっています。

またこれを出荷量でみた場合は，ボルト・ナットが１９８万２，３８８トン（前年比７．６％

減），小ねじ類が２１万４，０８４トン（同１６．４％減），リベットが７万１，３８１トン（同１０．８％

減）という状況で，出荷数量では小ねじ類の減少の大きいのが目立っています。

続いて表５と表６で，ねじ生産の状況をみてみます。同表は�日本ねじ工業協会
の調査資料によるものですが，ボルト・ナットの品目が工業統計のように一緒では

なく別個になっていますので，品目別の動向がわかります。

同資料によると平成１５年（２００３年）のボルト・ナット，小ねじ（タッピンねじを

含む），木ねじの４品目合計の生産は６，４７９億２千万円で前年比３．０％の増加を示し，

数量では２６０万５，７７６トンで同２．９％増加となっています。同資料では平成１４年，１５

年と２年連続で生産が回復している状況が示されています。

品目別の動向では，ボルトが３，２６１億９，９百万円（前年比６．３％増），ナットが２，２２５

億３，６百万円（同０．８％増），小ねじ（タッピンねじを含む）が９６２億７千万円（同２．７％

減），木ねじが２９億１，５百万円（同６．０％増）という状況。４品目の中で小ねじ（タ

ッピンねじを含む）のみが前年比マイナスを示しています。

これを数量でみると，ボルトの生産は１５２万３，８０７トン（前年比６．９％増），ナット

は７９万５，９９５トン（同１．５％減），小ねじ（タッピンねじを含む）は２７万９，３３４トン

（同４．３％減），木ねじは６，６４０トン（同９．３％増）という状況に。生産量では，ナッ

トおよび小ねじが前年比マイナスとなっています。

今年に入っての２００４年１月～６月の半年間における状況では，４品目合計で生産

額は３，４３３億１，６百万円であり前年同期比７．３％増，数量では１３８万３５６トンで前年同

期比８．３％増と，金額および数量ともに増加しています。また，この上半期の生産

では全品目ともに金額および数量が前年同期比プラスとなっているのが特徴的で，

それだけねじ生産も回復へ確実に向いつつあるのが現状といえます。

品目別にみるとボルトは１，７４６億６，５百万円（前年同期比８．９％増），ナットが１，１６１

億５，６百万円（同５．１％増），タッピンねじを含む小ねじが５１０億６，８百万円（同７．２％

増），木ねじが１４億２，７百万円（同０．２％増）という状況。

数量でみた場合は，ボルトが８１万５，３３８トン（前年同期比１０．６％増），ナットが４１
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万６，２０３トン（同５．２％増），タッピンねじを含む小ねじが１４万５，５２９トン（同４．７％

増），木ねじが３，２８６トン（同１．６％増）となっています。生産数量では，４品目の

うちボルトのみが前年同期比１０．６％増と２桁増の伸びを示しているのが注目される

ところです。

〔２〕ね じ の 輸 出

我が国のねじの輸出はこの５年間は増減をたどりながら推移し，２００２年に輸出金

額で過去最高（それ迄の最高は１９９７年の１，４００億９，２百万円）を示しましたが，２００３

年実績も連続して増加し前年比２．１％増の１，５５３億７百万円となって更に最高額を示

しました。輸出数量でも２００３年は前年比８．７％増の１９万８，６１９トンとなり，２０万トン

台に迫る増伸の様相を示しています。

このような輸出の増伸は，輸出総額の４割余を占める主力の米国向けが堅調に推

移しているのに加え，東アジア地域への輸出が増加し，特に中国向けが大幅に伸び

ていることが背景となっています。かつてのねじ輸出では，当該国の輸入業者など

が需要家に売込むために日本から調達するといったケースが主体でありましたが，

近年は我が国から海外進出したユーザー企業に日本のねじ企業が直接，間接にしろ

納入するための輸出も相当量の割合になっているものと思われ，ねじ輸出の状況も

大きく変化してきているのが実状といえます。進出ユーザーは使用するねじ部品の

安定的な確保とコスト対策などから現地調達の方向に向いていますが，必要とする

全てのねじ部品が現地調達可能ではないでしょうし，日本からの輸出で対応する商

品も相当あるにちがいありません。こうした状況から日本企業が多く進出している

東南アジアや特に中国などへのねじ輸出が増伸しているのが近年の特徴的な傾向で

あるということができます。

先ず２００３年のねじ輸出の品目別の状況では，１６品目のうち数量で前年比マイナス

となったのは主要品目ではステンレスボルト，ステンレスナット，木ねじ，ばね座

金の４品目だけで，殆どの品目がプラス実績となっています。（表７）

ボルト類では，鉄鋼製ボルトが前年比７．５％増の１０万３，１０４トン（金額０．８％微増

の５７８億１，２百万円），ステンレスボルトは８．７％減の１，６０６トン（同４．５％増の２０億

６，９百万円），ナット類では，鉄鋼製ナットが１３．７％増と２桁増の４万６，５２１トン

（同４．８％増の３３３億６，８百万円），ステンレスナットは４．６％減の１，１００トン（同１．７％

増の１７億１，３百万円）という状況です。

タッピンねじは４．７％増の９，７０７トン（同１０．７％増の８２億６，８百万円），小ねじを含

むその他ねじが３．５％増の１万５，０５４トン（同３．０％減の２４３億４，９百万円），リベット

が７．０％増の２，１０６トン（同８．２％増の２６億１，９百万円），ねじを切っていない製品が
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１８．１％増の５，５０３トン（同１０．１％減の７４億４，９百万円）となっています。座金類では，

ばね座金が０．６％減の１，６７２トン（同１８．６％増の２２億３百万円），平座金が５．１％増の

９，３４７トン（同１２．１％減の１０９億３，１百万円），また，コッター及びコッターピン類が

２３．９％増の７６９トン（同３４．３％増の１３億３，３百万円）という状況になっています。

〈表７〉ねじの輸出（品目別） 単位：重量トン，金額百万円（貿易統計より）

２００２年 ２００３年 ０３／０２増減％ ２００４．１～６

鉄鋼製ボルト
重量
金額

９５，８６７．０
５７，３４５．８

１０３，１０４．４
５７，８１２．４

＋７．５
＋０．８

５７，４８６．０
３１，６１１．４

ステンレスボルト
重量
金額

１，７５９．８
１，９７９．２

１，６０６．３
２，０６９．４

－８．７
＋４．５

８２７．４
１，２０２．８

鉄鋼製ナット
重量
金額

４０，９０８．６
３１，８２５．２

４６，５２１．７
３３，３６８．１

＋１３．７
＋４．８

２４，５３８．６
１７，９６３．３

ステンレスナット
重量
金額

１，１５３．０
１，６８４．８

１，１００．１
１，７１３．１

－４．６
＋１．７

５１８．１
８６２．７

鉄鋼製タッピンねじ
重量
金額

９，２７２．６
７，４６９．５

９，７０７．９
８，２６８．５

＋４．７
＋１０．７

５，００２．５
４，１３１．８

鉄鋼製木ねじ
重量
金額

３８３．７
３３０．２

２８０．４
３１７．６

－２６．９
－３．８

１１５．３
１３０．４

鉄鋼製その他のねじ
重量
金額

１４，５３９．６
２５，０９２．７

１５，０５４．９
２４，３４９．１

＋３．５
－３．０

７，８２１．３
１２，６５９．５

鉄鋼製その他ねじ付品
重量
金額

９５４．６
１，２３２．１

１，１５６．５
１，４８３．６

＋２１．２
＋２０．４

７３６．０
８５９．７

鉄鋼製リベット
重量
金額

１，９６９．８
２，４２１．４

２，１０６．９
２，６１９．０

＋７．０
＋８．２

１，１７０．５
１，４２０．８

鉄鋼製ねじ無製品
重量
金額

４，６５９．７
８，２８７．０

５，５０３．３
７，４４９．０

＋１８．１
－１０．１

３，３２９．４
３，９２５．１

鉄鋼製コーチねじ
重量
金額

８２．１
１２４．９

１２５．４
１６４．８

＋５２．７
＋３１．９

１２２．１
１６６．０

鉄鋼製スクリューフック
重量
金額

３０．２
７５．０

２４．９
６９．２

－１７．５
－７．７

１４．３
３８．７

鉄鋼製ばね座金
重量
金額

１，６８２．５
１，８５８．４

１，６７２．８
２，２０３．８

－０．６
＋１８．６

１，０１９．０
１，４２７．１

鉄鋼製平座金
重量
金額

８，４１３．２
１０，４０４．９

９，３４７．５
１０，９３１．０

＋５．１
－１２．１

６，１２７．０
６，３７５．３

鉄鋼製コッタピン
重量
金額

６２０．９
９９２．６

７６９．４
１，３３３．４

＋２３．９
＋３４．３

２９７．７
５６４．１

銅 製 品
重量
金額

４７３．３
９６３．３

５３７．３
１，１５５．７

＋１３．５
＋２０．０

２６９．７
５１２．３

総 計
重量
金額

１８２，７７０．６
１５２，０８７．０

１９８，６１９．７
１５５，３０７．７

＋８．７
＋２．１

１０９，３９５．１
８３，８５１．０
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今年に入ってからの輸出の状況は表７の右段に示してありますが，２００４年１～６

月の上半期実績では数量で１０万９，３９５トン（前年同期は９万５，２１９トン）を示し前年

同期比１４．９％増と増伸，輸出額も８３８億５，１百万円（同７５９億５，２百万円）と前年同期

比１０．４％増の増伸であり，下半期もこの傾向で推移すれば２００４年のねじ輸出は前年

の過去最高実績を再び更新しそうです。

なお，参考までに，輸出数量で過去最高を示したのは１９７７年（昭和５２年）の輸出

実績で３８万４，０３６トン，輸出額では９４９億５，３百万円でした。現在と比較してみると

トン当り価格はだいぶ安くなっていますが，当時は我が国の国策として輸出振興を

推進し，ねじ輸出メーカーも“輸出貢献企業”として認定を受け貿易に注力してい

た時代でした。また，この輸出数量ピーク時の米国向け比率は実に８２．５％という極

めて高い割合を占めていたのも特徴です。現在の対米向け輸出比率が４１．７％という

状況からみると，それだけ我が国の輸出相手国が拡大しているといえますし，輸出

の内容も前述のように海外展開しているユーザー向け納入など様変りしていること

があげられるでしょう。

表８は，おもな輸出先の国・地域別の状況をみたものですが，米国向けが国別比

率で４１．７％を占め前年比６．０％増の８万２，６１２トンの輸出となっています。次いで欧

〈表９〉ねじ輸出の推移 （貿易統計より）

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年

数量（ト ン）
％

１５８，７０７．８
１００．０

１７３，５５７．２
１０９．４

１６３，７０３．１
１０３．１

１８２，７７０．６
１１５．２

１９８，６１９．７
１２５．１

金額（百万円）
％

１２３，４３２．９
１００．０

１３９，７５３．５
１１３．２

１３５，５４０．４
１０９．８

１５２，０８７．０
１２３．２

１５５，３０７．７
１２５．８

〈表８〉ねじの輸出（主要国別，銅製品を除く） 単位：トン（貿易統計より）

２００２年 ２００３年 ０３／０２増減％ 国別比率 ２００４．１～６

総 計 １８２，２９７．３ １９８，０８２．４ ＋８．７ １００．０ １０９，１２５．４

米 国
欧 州
韓 国
中 国
台 湾
香 港
タ イ
シンガポール
マレーシア
インドネシア
フィリピン

他

７７，９０７．１
２６，９８９．５
１，１８５．１
８，８８２．５
４，０８９．９
３，５３４．５
１４，２５０．３
２，９６４．４
７，０２８．５
１０，０６０．４
２，５４２．４
２２，８６２．７

８２，６１２．８
３０，４７９．５
１，３３０．３
１４，９８２．４
５，２３０．０
３，５１４．６
１５，１４１．９
２，５３０．０
５，９８０．６
９，９３２．５
２，８４９．４
２３，４９８．４

＋６．０
＋１２．９
＋１２．３
＋６８．７
＋２７．９
－０．６
＋６．３
－１４．７
－１４．９
－１．３
＋１２．１
＋２．８

４１．７
１５．４
０．７
７．６
２．６
１．８
７．６
１．３
３．０
５．０
１．４
１１．９

４３，０１４．５
１６，３３８．８
７１０．１

１０，１２９．１
４，７８１．９
１，７１３．５
８，９９２．９
１，５０８．７
２，８１６．７
５，７９５．６
１，２３１．０
１２，０９２．６

１１



州向けが１５．４％の比率で前年比１２．９％増の３万４７９トンを輸出，これに続くのがタ

イ向けの７．６％の比率で前年比６．３％増の１万５，１４１トンを輸出しています。さらに

注目されるのが前述でも示したように対中国輸出であり，国別比率では７．６％（０２

年は４．９％）と比率を高め前年比６８．７％増の１万４，９８２トンと大幅な伸びを示してい

ることです。２００３年での国別比率では中国向けはタイ向けと同率となっています

が，２００４年１～６月の輸出実績（表８の右段）をみますと，すでに中国向けがタイ

を抜いて第３位に浮上しており，中国におけるねじ需要が如何に進展しているかが

伺い知れるといえます。

中国経済は余りにも急激な成長を遂げているために，その反動や国内地域格差の

是正などが心配され，このため様々な施策が最近取り入れられているようですが，２００８

年の北京オリンピック，２０１０年の上海万博開催に向けて経済発展を更に続けていく

のは確かなところであるとみられます。すでに中国は巨大な市場であるとともに，

我が国の強力な競争相手国となっている訳で，中国に対する関心は何れにしても今

後ますます高まっていくことになるでしょう。

〔３〕ね じ の 輸 入

我が国のねじ輸出は前項のように数年来増加傾向にありますが，一方でねじの輸

入についても増加の一途をたどっています。２０００年に１１万２，０００トン余と１０万トン

台に乗った以降も毎年増伸し，２００３年実績では前年比２０．０％増の１５万２，６４４トン

（金額でも同１１．２％増の４２７億４，８百万円）と大幅な伸びを示しました（表１０）。しか

も特徴的なのが，今日では輸入数量では中国が最大の調達国となっていることです。

２０００年までは台湾からの輸入量が第１位でしたが，２００１年以降は中国からの輸入量

がトップの座にあります（表１１参照）。

２００３年の品目別の輸入状況からみていくと，全１６品目のうち数量ではタッピンね

じのみが減少した以外は何れの品目も大きな伸びとなっています。

ボルト類では，鉄鋼製ボルトが前年比２４．２％増の５万４，１５５トン（金額は同９．７％

増の１００億１，２百万円），ステンレスボルトは３４．６％増の８，８８６トン（同２４．５％増の３０

億９，５百万円）で，ナットでは鉄鋼製ナットが１５．３％増の２万１，６１８トン（同６．４％

増の６９億６，４百万円），ステンレスナットが２２．６％増の６，１８２トン（同２２．３％増の３０

億２，５百万円）という状況です。

タッピンねじは３．９％減の８，７８１トン（同０．６％微増の１９億２，９百万円）で，同品目

だけが数量でマイナス実績ですがその理由は不明です。これに対して木ねじは１８．７％

増の１万５，１７２トン（同１６．７％増の２８億２百万円）と増加しています。

小ねじを含むその他のねじは１２．６％増の１万４，２７９トン（同１１．１％増の５４億１，３百

１２



万円），その他ねじ付製品は４９．８％増と大きな伸び率で３，７３７トン（同２５．７％増の１４

億６，２百万円），ねじ無製品は２０．７％増の２，０２５トン（同０．６％減の２３億５，３百万円），

リベットは５．４％増の８８４トン（同３．６％減の４億６，８百万円）となっています。

ワッシャ類では，ばね座金が７．９％増の３，９２３トン（同０．７％増の７億４，２百万円）

〈表１０〉ねじの輸入（品目別） 単位：重量トン，金額百万円（貿易統計より）

２００２年 ２００３年 ０３／０２増減％ ２００４．１～６

鉄鋼製ボルト
重量
金額

４３，６１８．３
９，１２８．９

５４，１５５．３
１０，０１２．０

＋２４．２
＋９．７

３２，６６８．０
５，５０６．７

ステンレスボルト
重量
金額

６，６０３．６
２，４８６．７

８，８８６．６
３，０９５．７

＋３４．６
＋２４．５

４，９８８．２
１，８７２．３

鉄鋼製ナット
重量
金額

１８，７５２．１
６，５４４．８

２１，６１８．３
６，９６４．４

＋１５．３
＋６．４

１３，１６６．５
３，７８６．１

ステンレスナット
重量
金額

５，０４３．１
２，４７３．７

６，１８２．７
３，０２５．０

＋２２．６
＋２２．３

３，３３１．９
１，７８７．０

鉄鋼製タッピンねじ
重量
金額

９，１４２．９
１，９１７．５

８，７８１．８
１，９２９．５

－３．９
＋０．６

４，２６８．８
９６９．４

鉄鋼製木ねじ
重量
金額

１２，７８３．４
２，４００．８

１５，１７２．３
２，８０２．２

＋１８．７
＋１６．７

８，２０２．４
１，４８４．７

鉄鋼製その他のねじ
重量
金額

１２，６８５．５
４，８７０．９

１４，２７９．５
５，４１３．８

＋１２．６
＋１１．１

９，３４７．９
３，２６３．１

鉄鋼製その他ねじ付品
重量
金額

２，４９５．３
１，１６３．８

３，７３７．４
１，４６２．５

＋４９．８
＋２５．７

２，２０８．２
８４１．９

鉄鋼製リベット
重量
金額

８３８．６
４８６．１

８８４．１
４６８．６

＋５．４
－３．６

５８０．９
３１２．１

鉄鋼製ねじ無製品
重量
金額

１，６７７．３
２，３６８．０

２，０２５．３
２，３５３．０

＋２０．７
－０．６

１，２８２．７
１，３１６．８

鉄鋼製コーチねじ
重量
金額

８７８．３
１０９．５

１，４６４．１
１７４．９

＋６６．７
＋５９．７

１，１３６．６
１４１．０

鉄鋼製スクリューフック
重量
金額

２５２．０
９１．１

２７４．６
１００．２

＋９．０
＋１０．０

１３９．４
５９．５

鉄鋼製ばね座金
重量
金額

３，６３４．９
７３７．８

３，９２３．５
７４２．９

＋７．９
＋０．７

２，３５７．０
４５０．０

鉄鋼製平座金
重量
金額

８，００９．７
２，６８４．０

１０，０５０．３
２，９１４．６

＋２５．５
＋８．６

５，６３４．６
１，５４５．６

鉄鋼製コッタピン
重量
金額

９９．４
１６２．９

１６９．９
２０６．５

＋７０．９
＋２６．８

７８．０
９２．９

銅 製 品
重量
金額

７３８．９
８１３．１

１，０３９．２
１，０８２．３

＋４０．６
＋３３．１

６４６．７
６９２．８

総 計
重量
金額

１２７．２５３．３
３８，４３９．６

１５２，６４４．９
４２，７４８．１

＋２０．０
＋１１．２

９０，０３７．８
２４，１２１．９

１３



で，平座金は２５．５％増と伸び１万５０トンと初めて１万トンを超えています（金額で

は８．６％増の２９億１，４百万円）。コッタピンも４０．６％増の１，０３９トン（同２６．８％増の２

億６百万円）が輸入されました。またコーチねじが数量で６６．７％増の１，４００トンを

超えているのも注目されます。ちなみにコーチねじは木ねじの大型サイズといえる

もので物流の木製パレットや機械輸送時の木枠などに使用されるものであり，輸入

量が増えるのはそれだけ我が国の経済活動が活発化していることを表しているとも

言えそうです。

２００４年に入ってからもねじ輸入は増加しており，この１～６月上半期における輸

入実績は９万トン余（前年同期は７万５，９０２トン）で前年同期比１８．６％増となって

おり，輸入額も２４１億２，１百万円（同２１６億２，３百万円）で前年同期比１１．６％増を示し

ています。ねじ輸入についてもこのように前年実績を更新する傾向が続いています

（表１０の右欄参照）。

表１１は，主要国・地域別のねじ輸入の状況を数量ベースでみたものですが，中国

からの輸入が前年比２４．０％増の７万３，９５４トンで国別比率も４８．８％（前年は４７．１％）

となり全ねじ輸入量のほぼ半分を占める最大の調達国となっています。これに次ぐ

台湾からの輸入も１７．０％増の５万５，０５５トンで国別比率は３６．３％（前年は３７．２％）

となっており，この中国と台湾からの輸入だけで全輸入量の８５．１％を占めている状

〈表１１〉ねじの輸入（主要国別，銅製品を除く） 単位：トン（貿易統計より）

２００２年 ２００３年 ０３／０２増減％ 国別比率 ２００４．１～６

総 計 １２６，５１４．４ １５１，６０５．７ ＋１９．８ １００．０ ８９．３９１．１

米 国

欧 州

韓 国

中 国

台 湾

タ イ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

他

１，０９２．８

１，４７５．２

６，０５８．５

５９，６５０．４

４７，０７５．６

３，５９７．９

４６．４

５，４６４．６

１，４３８．９

６１４．１

１，１４７．０

１，８７９．８

７，１７２．１

７３，９５４．４

５５，０５５．６

３，３７０．１

２４．６

５，６３８．９

２，２０４．７

１，１５８．５

＋５．０

＋２７．４

＋１８．４

＋２４．０

＋１７．０

－６．３

－４７．０

＋３．２

＋５３．２

＋８８．７

０．８

１．２

４．７

４８．８

３６．３

２．２

０．０

３．７

１．５

０．８

５０７．３

１，２０３．３

３，８０８．３

４４，２９７．３

３１，６４０．２

２，００６．２

１２．１

３，６９０．５

１，２１２．５

１，０１３．４

〈表１２〉ねじ輸入の推移 （貿易統計より）

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年

数量（ト ン）
％

９２，８８９．８
１００．０

１１２，３４１．４
１２０．９

１２４，７４３．５
１３４．３

１２７，２５３．３
１３７．０

１５２，６４４．９
１６４．３

金額（百万円）
％

２９，９３５．８
１００．０

３３，２２４．６
１１１．０

３８，４８９．２
１２８．６

３８，４３９．６
１２８．４

４２，７４８．１
１４２．８

１４



況です。表１１右欄にみるように今年に入ってからも中国からの輸入は上半期１～６

月で４万４，２９７トン（前年同期は３万６，９６３トン），台湾からの輸入も同３万１，６４０ト

ン（同２万７，０４５トン）と増加しています。

〔４〕ね じ の 流 通

我が国のねじ生産の動向については前項で概観したような状況ですが，一方，ね

じ流通商社（卸問屋，直需商社）によって販売されている状況をみますと，平成１４

年度（平成１４年４月～同１５年３月末）における取扱い販売高は４，１０９億円余となっ

ています。このねじ流通商社による取扱い販売高には，国内ねじメーカーから仕入

れた商品のほかに輸入されている各種ねじ類も含まれており，その内訳は明らかで

はありませんが，何れにしても相当量のねじ製品が流通商社を経由して最終ユーザ

ーに納入されていることになります。

ねじ流通分野の実態については流通が複雑なだけに未知数な面がありますが，そ

の動向を知り得る手がかりとなるのは日本ねじ商業協同組合連合会の「ねじ流通商

社経営実態調査報告書」です。上記の販売高は同連合会の調査によるもので，加盟

する全国３６７社を対象に実施されました。

同報告書によると，平成１４年度の販売高は４，１０９億７，１００万円（推定）で前年度比

１．３％増とわずかながら増加に転じています。しかし，平成１２年度の販売高に比べ

るとまだ下回っている状況です。（表１３）。

また，同連合会に加盟する企業数は平成元年度（１９８９年）には４２６社をかぞえて

いましたが，前項にみたねじ製造業事業所数の年々の減少傾向と同様に，ねじ流通

を担う商業者数についても年々減少をたどり平成元年の当時から５９社も減少してい

ることになります。この減少は事業継続しているが加盟を脱退した企業のほか，廃

業や倒産，転業した企業などによるものです。平成１４年度の加盟企業数も前年度に

比べて７社の減少となっています。

流通に携わる従業員数についても同様の傾向にあって平成元年度には１１，１０３人で

したが年々減少し，平成１４年度には８，００４人となり，当時からみると３，０９９人の減少

となっています。平成１４年度も前年度比１２２人の減少です。

同報告書ではまた，流通商社の販売高について１社平均の販売高を示しています

が，平成１４年度における１社平均年間販売高は１１億３，７４７万円となっています。平

成１３年度は９億４，６４１万円でしたから，前年度比２０．２％増加です。従業員一人当り

の販売高の状況では，平成１４年度の一人当り年間販売高は５，１３５万円で，平成１３年

度は４，９９４万円でしたから前年度比２．８％の増加となっています。

これらの対前度比プラスの数値からみると，平成１４年度におけるねじの流通部門
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はようやく回復へと向かいつつあることが言えそうです。

また同報告書は調査回答のあった２６５社についての販売高内訳として国内販売と

輸出の内訳を示していますが，これによると国内販売は２，９３８億７，９百万円（９６．８％）

で輸出が９８億２，５百万円（３．２％）となっています。平成１３年度では国内販売が９９．５％，

輸出が０．５％の比率でしたから，平成１４年度は輸出が前年度比２．７ポイント上昇し，

海外へのねじ供給が活発化しているといえるようです。

ねじ需要産業の動向（参考）

ねじ需要産業の動向についての指標のひとつとなる鉱工業生産の推移は先にもふ

れましたが，平成１５年８月（指数９３．０＝平成１２年１００）以降の同指数は上昇傾向を

続けており，政府も生産は引続いて緩やかな上昇にあると発表しています。

この鉱工業生産指数のもととなっている我が国工業製品の生産動向をみると，自

動車，工作機械，デジタル家電機器などにわたって生産は増加しています。パソコ

ンの生産も昨年までの低迷から上向きに転じ，デジタルカメラはこの６月まで生産

拡大の一途にあります。デジタル家電製品は今年のアテネ五輪開催もあって大型の

最新式薄型テレビやＤＶＤ関連機器などを中心に売れ続き家電業界は活況を呈しま

した。これらの家電製品はアテネ五輪後の反動を心配する向きもあるようですが，

どのように推移するでしょうか。以下の付表は，おもな工業製品（経済産業省生産

動態調査より）の中から取り上げてみた生産状況の実数値です。

自動車の生産台数は平成１４年，１５年と１千万台を超えましたが，平成１６年１～６

月半年間の生産実績では５３０万４，１３５台となり，前年同期の５１２万９，９２４台に比べ３．４％

の生産増加となっています。下半期も同様の状況で推移すると今年も１千万台の大

台を維持することになりますが，７月生産は９２万５，７０５台（前年同月比０．５％増），８

月生産は６９万８，１０５台（同２．５％増）となっており，８月の実生産は例年減少してい

ますので，ほぼ１千万台を超えるものとみられます。

〈表１３〉ねじ流通商社の推移（ねじ商連調査資料を参考に作成） （販売高・百万円）

平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

企 業 数
％

３９７
１００．０

３９１
９８．５

３８４
９６．７

３７４
９４．２

３６７
９２．４

従 業 員 数
％

８，８４８
１００．０

８，３６４
９４．５

８，０７６
９１．３

８，１２６
９１．８

８，００４
９０．５

販 売 高
％

４１８，７６１
１００．０

３９６，４６３
９４．７

４１１，９１６
９８．４

４０５，８２８
９６．９

４１０，９７１
９８．１
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金属工作機械の生産は，民間企業の設備投資の回復と本格化の情勢のもとに昨年

から上昇を続け，平成１５年実績は６５，８６１台で前年比１８．０％増の伸びを示しました。

�自動車 （台）

乗 用 車 軽乗用車 トラック 軽トラック バ ス 計

平成１３年

１４年

１５年

１６年１月

２月

３月

４月

５月

６月

１～６月計

６，８３８，９２１

７，３０８，５２７

７，１８８，１０８

５８１，３１８

６３４，８５８

７０８，２８８

５８５，００９

５１２，０３７

６５７，７４５

３，６７９，２５５

１，２７８，６４２

１，３０９，８３０

１，２９０，２２０

１０３，３７９

１３０，４７３

１５４，８１５

１１７，７０４

１１０，４８０

１１４，９２８

７３１，７７９

１，０３５，２１７

１，０５４，０３８

１，２１１，０４２

９８，３５９

９９，９９１

１０８，３７３

９７，８７２

８６，１９９

１０５，１９０

５９５，９８４

５６０，８６３

５１２，３７３

５２４，４２７

３７，６５９

４１，７６９

５１，１７０

４２，９７４

４１，５８６

５０，７６３

２６５，９２１

５８，０９２

６６，３２１

６１，０７４

４，９７４

５，５４７

６，０１８

４，７４９

４，５４０

５，３６８

３１，１９６

９，７７１，７３５

１０，２５１，０８９

１０，２７４，８７１

８２５，６８９

９１２，６３８

１，０２８，６６４

８４８，３０８

７５４，８４２

９３３，９９４

５，３０４，１３５

�工作機械，他 （台）

工 作 機 械 油圧・空圧機器 はん用内燃機関 フォークリフトトラック

平成１３年
１４年
１５年
１６年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

７４，５４３
５５，８０９
６５，８６１
５，５３９
６，１２８
７，６１９
６，０４７
６，１８４
６，６４９
３８，１６６

５３，４４５，６１８
４８，４８８，８５２
５９，７００，１１８
５，５１８，０５１
５，７９４，０１５
６，３５４，７６３
６，２８１，３２８
５，８０８，６８３
６，５４４，２１０
３６，３０１，０５０

６，９２３，３０２
６，９４１，８５４
７，２９２，６７５
５９６，９６０
６４６，０５４
７２４，５８７
５８８，４０２
５３５，９６５
６１２，９８９
３，７０４，９５７

１０６，８５３
１０１，６４１
１０９，４５４
８，２４７
９，３２８
１１，０８４
９，５４１
９，１３３
１１，２７１
５８，６０４

�デジタルカメラ，複写機など

デジタルカメラ ビ デ オ カ メ ラ デ ジ タ ル 複 写 機 フルカラー複写機

平成１３年
１４年
１５年
１６年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

１２，７８４，５５９台
１６，９０９，４７０
２５，０８４，４４９
１，８３３，１９５
１，６９４，６０１
２，１５９，５２７
２，０９４，４７５
２，４０７，３７６
２，６３４，４８０
１２，８２３，６５４

９，０９６，７９０台
１０，０１４，８９１
１１，８７６，５０７
５４７，７７８
９９３，０４８
１，５６２，２１２
１，２７１，４７９
１，０７５，３２６
９９６，３９５
６，４４６，２３８

８８１，４７６台
５８２，５８６
５２５，０５５
２９，３１８
３９，４８４
６０，３３７
３５，３３０
３４，７９３
３３，２８０
２３２，５４２

１６４，４７６台
２９４，７３３
３６３，９８８
３２，７９４
４５，１９４
４０，８９１
３３，１４４
３０，９９６
３６，８９４
２１９，９１３
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今年１～６月上半期実績では３８，１６６台となり，前年同期の３２，０６６台に比べ１９．０％増

の増加となっています。この勢いを受けて今秋１１月初めに一週間東京ビッグサイト

で開催される世界３大工作機械見本市のひとつ日本国際工作機械見本市では，２年

毎の専門見本市として今回開催に大きな期待を寄せているところです。

油・空圧機器（六角穴付きボルトや六角穴付き止めねじを多く使用する）も平成

１５年生産台数は前年比２３．１％増，今年１～６月実績も前年同期比３２．９％増と大幅に

増加しています。はん用内燃機関は平成１５年生産台数が前年比５．１％増ですが，今

年１～６月実績では前年同期比１．５％減となっています。物流用のフォークリフト

トラックの生産は平成１５年が前年比７．７％増で今年１～６月実績も前年同期比１６．３

％増となり，物流業界関連の活況が反映されているようです。

デジタルカメラは１５年生産が前年比４８．３％増と著増，今年上半期も前年同期比２５．５

％増と増伸，ビデオカメラは１５年生産が前年比１８．６％増，今年上半期も前年同期比

２９．６％増と生産拡大を続けている状況です。

�家 電

液 晶 テ レ ビ 電 気 冷 蔵 庫 電 気 洗 濯 機 セパレート型エアコン

平成１３年
１４年
１５年
１６年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

１，２０２，６２３台
１，６４９，９８６
１，８３３，４４５
１２８，９９３
１７３，０１８
２１９，２６４
１８７，８０２
２０７，１０１
２５０，９３３
１，１６７，１１１

３，８７５千台
３，３１６
２，８５９
１７６
１９８
２４５
２７７
２６４
３３０
１，４９０

４，０５９千台
３，５２４
３，１３３
２５７
２８０
２８３
２７７
２２４
２４７
１，５６８

７，０３８，６７２台
５，８９４，３４２
５，４２０，７７１
３５５，２５４
４２５，４６５
５８８，４５７
６６０，５３３
６４１，８２１
７６２，７２６
３，４３４，２５６

�パソコン，携帯電話ほか

パ ソ コ ン 携 帯 電 話 ＤＶＤビデオ カ ー ナ ビ

平成１３年
１４年
１５年
１６年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

１１，４６４，８２７台
９，４４８，４０８
８，７８６，６０６
７８１，２３９
７５０，２６７
９７１，３１５
７０６，９４３
６５７，０６９
７５３，５５６
４，６２０，３８９

５３，６５２千台
４６，０７２
５９，４６０
３，９４０
３，９６９
５，６４９
３，９８６
３，６４７
４，６５３
２５，８４４

２，８３１，６２６台
２，３４０，１００
３，２８４，０８６
１５５，１６４
１４９，７７５
２７８，７２２
２９８，３９７
１８６，１３６
２６８，４９４
１，３３６，６８８

２，５７４，３３０台
３，０２７，２９８
３，８１１，３７９
２９３，７０４
３５４，３９１
３９５，６４３
３９５，８３６
３６７，８１９
４４８，７１９
２，２５６，１１２
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パソコンは１５年生産が前年比７．０％減となりましたが，今年１～６月生産では前

年同期比９．２％増と回復へ向かっています。携帯電話は１５年生産が前年比２９．１％増

でしたが，今年１～６月は前年同期比１０．６％減となっています。

液晶テレビは平成１２年に生産統計を開始して以来年々増加しており，平成１５年は

前年比１１．１％増の１８３．３万台に，今年１～６月上半期は１１６．７万台で前年同期比５３．３％

増の大幅な伸びとなっています。

一方，家電製品でも“白物家電”といわれる電気洗濯機，電気冷蔵庫などは海外

への生産移転に伴い国内における生産は年々減少の傾向にあります。電気洗濯機の

生産は０１年４０５．８万台，０２年３５２．４万台，０３年３１３．２万台と減少，今年は新機種の開

発生産で１～６月１５６．８万台と年間ベースでやや回復もみせています。電気冷蔵庫

も０１年３８７．５万台，０２年３３１．６万台，０３年２８５．９万台，今年１～６月１４９万台と推移し

ています。

また今夏は記録的な猛暑の年となりエアコンが売れて今年１～６月半年間の生産

が３４３万台と年間ベースで前年を上回る生産台数となりましたが，海外生産と季節

商品という性格の家電製品です。

ここの表にはあげていませんが，電子レンジも０１年には２６７万台でしたが０２年は

２１２万台，０３年１７１万台，今年１～６月６６．６万台に，カラーテレビも海外移転と液晶

やプラズマテレビの出現で０１年の１６６万台から０２年１４８万台，０３年１２２万台，今年１

～６月は４８．６万台と国内生産は減少しています。家電業界ではデジタル家電など

“新三種の神器”到来とも言われたりしますが，現状はスピードの要求される時代

であり，商品サイクルの激しい時代が続いていきそうです。
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Note

２０



本 社 〒１４１‐８５０８東京都品川区西五反田２‐３２‐４
�０３（３４９３）０２１１（代表）FAX．０３（３４９３）２０９６

五反田営業所 �０３（３４９３）０２２１（代表）
本社SOFI課 �０３（３４９３）０２５１
本社海外課 �０３（３４９３）０２５４
本社資材課 �０３（３４９３）０２５２
技術開発課 �０３（３４９３）０２１４
栃 木 工 場 〒３２９‐２３３１栃木県塩谷郡塩谷町大字田所字八汐１６０１‐６

�０２８７（４５）１０５１（代表）FAX．０２８７（４５）１０５３
埼 玉 工 場 〒３４０‐０８１３埼玉県八潮市木曾根１１３９番地

�０４８（９９５）１３３１（代表）FAX．０４８（９９５）１３３４
一関営業所 〒０２１‐０９０２岩手県一関市萩荘字打ノ目２４４‐１

�０１９１（２４）４１１０（代表）FAX．０１９１（２４）４１８０
山形営業所 〒９９０‐０８１３山形県山形市桧町３‐８‐３４

�０２３（６８１）１１７０（代表）FAX．０２３（６８１）１１７１
仙台営業所 〒９８１‐１２２４宮城県名取市増田６‐３‐４６

�０２２（３８４）０２６５（代表）FAX．０２２（３８４）０６９４
福島営業所 〒９６３‐０１１１福島県郡山市安積町荒井字茸谷地４１‐１

�０２４（９４５）９６１０（代表）FAX．０２４（９４５）９６０５
宇都宮営業所 〒３２０‐００７１栃木県宇都宮市野沢町字桜田３７２‐１３

�０２８（６６５）４６６１（代表）FAX．０２８（６６５）４６６２
栃 木 分 室 〒３２１‐３３２５栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台５６‐２ホンダ開発ビル

�０２８（６７７）４７２１（代表）FAX．０２８（６７７）４７１９
上田営業所 〒３８６‐０００５長野県上田市古里２９‐２３

�０２６８（２６）１２９５（代表）FAX．０２６８（２６）１２５９
群馬営業所 〒３７０‐３５２４群馬県群馬郡群馬町大字中泉６２１‐６

�０２７（３７２）４３６１（代表）FAX．０２７（３７２）４３６６
太田営業所 〒３７３‐０８４１群馬県太田市岩瀬川町１１３‐３

�０２７６（４６）１７９６（代表）FAX．０２７６（４６）１７６４
埼玉営業所 〒３６４‐００１３埼玉県北本市中丸４‐７２番地

�０４８（５９１）２２１２（代表）FAX．０４８（５９１）２２６１
川越営業所 〒３５０‐１１４４埼玉県川越市稲荷町１５‐１

�０４９（２４４）１６７１（代表）FAX．０４９（２４４）１７４５
つくば営業所 〒３０５‐００４５茨城県つくば市梅園２‐２７‐２５

�０２９（８５５）０７６４（代表）FAX．０２９（８５５）０７６９
千葉営業所 〒２９２‐０８３４千葉県木更津市潮見６‐１０

�０４３８（３７）３０９４（代表）FAX．０４３８（３７）３１９４
多摩営業所 〒１９６‐００３２東京都昭島市郷地町２‐３８‐３

�０４２（５４１）５５３４（代表）FAX．０４２（５４１）６４１６
川崎営業所 〒２１２‐００１６神奈川県川崎市幸区南幸町２‐７２‐１

�０４４（５２２）４１０１（代表）FAX．０４４（５２２）４１０６
厚木営業所 〒２４３‐０２０３神奈川県厚木市下荻野５１８番地

�０４６（２４１）７０２１（代表）FAX．０４６（２４１）７０２３
藤沢営業所 〒２５２‐０８０４神奈川県藤沢市湘南台１‐２１‐５

�０４６６（４４）１２７７（代表）FAX．０４６６（４４）８８１６
横須賀営業所 〒２３７‐００７２神奈川県横須賀市長浦町１‐２

�０４６（８２３）２７２４（代表）FAX．０４６（８２３）１６５７
富士営業所 〒４１９‐０２０１静岡県富士市厚原３６７‐７

�０５４５（７１）３５８８（代表）FAX．０５４５（７１）２５３８
浜松営業所 〒４３０‐０８３１静岡県浜松市御給町１７９‐１

�０５３（４２５）１１１８（代表）FAX．０５３（４２５）９４４８
刈谷営業所 〒４４８‐０８０３愛知県刈谷市野田町新上納２９‐１

�０５６６（２４）６３２１（代表）FAX．０５６６（２４）６３２６
名古屋営業所 〒４５２‐０８４７愛知県名古屋市西区野南町７８番地

�０５２（５０２）７７６１（代表）FAX．０５２（５０２）７７６３
三重営業所 〒５１０‐０８７４三重県四日市市河原田町藤市９１６‐１

�０５９３（４７）１９４１（代表）FAX．０５９３（４７）１８６７
大阪営業所 〒５８１‐０８１４大阪府八尾市楠根町１丁目１番地

�０７２９（２３）７９１０（代表）FAX．０７２９（２３）７９１１
福岡営業所 〒８２４‐００５８福岡県行橋市長木字帽子形３７２‐１

�０９３０（２３）９４４４（代表）FAX．０９３０（２３）９４５１
久留米分室 〒８３９‐０８０８福岡県久留米市東合川新町１１‐１３

�０９４２（４５）３４５１（代表）FAX．０９４２（４５）３４５２

IWATA BOLT HONG KONG CO., LTD.
UNIT B, 1/F, KOON WAH MIRROR GROUP
BUILDING, NO.2 YUEN SHUN CIRCUIT, YUEN
CHAU KOK, SHATIN, N.T. HONG KONG.
�８５２‐２６４９‐９１１０ FAX．８５２‐２６４６‐６１１９

IWATA BOLT（SHANGHAI）CO., LTD.
PARTB, NO.39BUILDING, 461HUA JINGROAD,
SHANGHAI WAIGAOQIAO FREE TRADE ZONE,
P. R. CHINA ZIP 200131
�８６‐２１‐５０４６‐３０３７ FAX．８６‐２１‐５０４６‐３０３８

IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.
NO.001-12, TONG FU YU INDUSTRIAL PARK,
TANG XIA YONGVILLAGE, SONGGANGTOWN,
BAO’AN, SHENZHEN, GUANGDONGPROVINCE,
P.R. CHINA ZIP 518105
�８６‐７５５‐2714‐0442 FAX．８６‐７５５‐2714‐0443

IWATA BOLT TRADING（SHENZHEN）CO., LTD.
UNIT 126 BUILDING NO.3,
INTERNATIONAL COMMERCIAL AND
EXHIBITION CENTER,
1001 HONG HUA ROAD, FUTIAN FREE TRADE
ZONE, SHENZHEN GUANGDONG PROVINCE,
P.R. CHINA ZIP 518038
�８６‐７５５‐８３５９‐１８００ FAX．８６‐７５５‐８３５９‐１９００

IWATA BOLT（THAILAND）CO., LTD.
41/30 BLOCK C-8, BANGNA-TRAD RD. KMS.
16.5,
T. BANGCHALONG, A. BANGPLEE,
SAMUTPRAKARN 10540 THAILAND
�６６‐２‐７40‐786０ FAX．６６‐２‐７4０‐7863

IWATA BOLT（S）PTE. LTD.
NO.10 BENOI CRESCENT JURONG TOWN
SINGAPORE 629973
�６５‐６２６６‐３７９４・３７９５ FAX．６５‐６２６６‐２１１５

IBK FASTENER MALAYSIA SDN. BHD
No.2, JALAN PJS 11/3 BANDAR SUNWAY
46510 PETALING JAYA SELANGOR,MALAYSIA
�６０‐３‐５６３８０２１５ FAX．６０‐３‐５６３８０２１８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス工場
7131 ORANGEWOOD AVE. GARDEN GROVE,
CALIFORNIA 92841-1409 USA
�１‐７１４‐８９７‐０８００ FAX.１‐７１４‐８９７‐０８８８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス支店
１3128 A-2 IMPERIALHWYSANTA FE SPRINGS.
CALIFORNIA 90670 USA
�１‐５６２‐４０７‐３１１１ FAX.１‐５６２‐４０７‐３５５５

IWATA BOLT USA INC. アトランタ支店
5324 GA HWY 85 SUITE 900
FOREST PARK. GEORGIA 30297 USA
�１‐４０４‐７６２‐８４０４ FAX.１‐４０４‐６６９‐９６０６

IWATA BOLT USA INC. オハイオ支店
7446WEBSTER STREET DAYTON, OHIO 45414
USA
�１‐９３７‐４５４‐１２７７ FAX.１‐９３７‐４５４‐１４８０

IWATA BOLT USA INC. ナッシュビル支店
401 AIRPARK CENTER DRIVE NASHVILLE, TN
３7217 USA
�１‐６１５‐３６５‐１２０１ FAX.１‐６１５‐３６５‐１２０６

IWATA BOLT USA INC. カナダ支店
1199 RINGWELLDRIVE, UNIT B, NEWMARKET,
ONTARIO L3Y 7V1 CANADA
�１‐９０５‐９５３‐９４３３ FAX.１‐９０５‐９５３‐０１６７

IWATA BOLT MEXICANA, S.A. DE C.V.
CALLE PROLONGACION. 610 COLONIA
ALAMO INDUSTRIAL, GUADALAJARA, JAL.
MEXICO CP 45560
�５２‐３３‐３６６６‐２３７０ FAX.５２‐３３‐３６６６‐２３７３

はあなたの会社に
最適締結システムを提供します
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